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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· スタッフのみなさんへ

～最近、体調不良による欠勤が目立っています。自分の健康管理関しては、とりあえず社会人なのですから、日頃からきちんと自覚･管理を行い、業務に支障が出ないように留意をするようにして下さい。それが社会人としての最低限のマナーです。看護・業務に対しての意欲に欠ける様子が目立っています。

· 米田　達郎様～9/17(土)18:00退院予定となっています。本人・ご家族からは、主治医　　　　　　　面談の希望はなく、退院の予定となっています。

· 曽我　正子様～新聞を読む会への入会を希望されていますが、手指の振戦があり申込書　　　　　　　の記載が現在出来ない状況です。様子をみて記入してもらうようにして　　　　　　　下さい。

· 清水　徹様～右上奥歯治療目的で歯科受診の希望がありました。ご家族の了解は取れ予　　　　　　約を入れてあります。

· 駒木　学様～う歯があり歯科治療を希望されています。現在御家族に確認中です。軽度　　　　　　歯痛がある様子ですが、自制内ということで様子観察をしています。

· 吉田　光良様～本日室岡整形へ御家族同伴にて受診されています。ギブスの半カットを　　　　　　　行ってきており、入浴時の取り外しの許可は出ていますが、必ずスタッ　　　　　　　フが行うよう指導を受けてきています。なお患肢の手指の運動を進める　　　　　　　ようにとのことなので、担当スタッフはケアプランへ反映させるように　　　　　　　して下さい。

次回受診は、9/24(土)となっています。御家族同伴予定です。

＜週間予定＞

9/13(火)～ツ反予定。(土井様実施予定)。

定期心電図が午後2時30分から予定(13名)されています。

13:00～カンファレンス内にて、テンキーの取り扱いについて庶務管理室スタッフからの説明があります。

9/14(水)～皮膚科診察(東病棟担当):平 勝利様、布施 邦雄様、田野端 忠男様の受診をお願いします。

9/15(木)～ツ反判定予定。コップ漂白日。

9/16(金)～歯科予定(現在４名の受診予定者がいます。)、モップ交換。

＜主治医御家族面談＞

・本日、晴山美智子様のご家族と主治医の面談がありました。

　　退院予定日としては、9/21(水)となっています。

ご家族としては、本日にでも退院の希望をされていましたが、退院までの約一週間の中で、栄養管理を始めとして食事や間食、運動などの生活管理についての再学習のまとめを実施し、本人の意識付けをしっかりするようにとの主治医からの指示があり、御家族了解されています。

担当スタッフは、早急にケアプランの立案をお願いします。また退院日がはっきりとなったことより、本人の気持ちの緩みが出ないように継続して運動などに取り組んでいけるように、スタッフは介入・サポートして下さい。

＜処遇困難例の事例検討について＞

· 山田　典子様～退院後に関しては、以前住んでいた市営住宅へ戻っていただく方向で地　　　　　　　域地調整は行っています。ただし借金の問題などが現在あり、ソーシャ　　　　　　　ルワーカーで確認･把握している分については２万円強位の額となって　　　　　　　いますが、金融機関からの手紙などが多数あり、現状の把握が十分に出　　　　　　　来ない状況です。

主治医の指示で今月末に本人が住んでいたアパートへソーシャルワーカーが行き、手紙などの配達物の確認を行ってくる予定でいます。又今後退院に向けての方向性として、経済的な基盤の確立が必要な方ですが、管理能力の乏しさが見られています。看護サイドとしては、病感・病識の確立に向けた関わりを展開していきますが、ソーシャルワーカーサイドとしては、障害手帳の取得など経済的な制度利用についても検討を進めていきます

· 小向　政広様～市のソーシャルワーカーより退院後は生活保護を打ち切るという話を　　　　　　　されたということで、金銭に関してのこだわりが強く見られています。　　　　　　　近日中に市の担当ソーシャルワーカーが本人へ面会し、事情の説明を行　　　　　　　っていく予定となっています。ソーシャルワーカーサイドとしては、退　　　　　　　院後の経済基盤確保のためにも生活保護の継続については、本人と話を　　　　　　　しながら進めて行きたいと考えています。また病棟サイドとしては、本　　　　　　　人の視点が買物で節約をする…ということばかりに視点が向いている　　　　　　　傾向があることから、そういった先の心配よりも自分の病気や病状をど　　　　　　　うコントロールしていくかが、現在優先し取り組んでいかなければなら　　　　　　　ないことであることを伝え、関わっていくようにして下さい。

· 木村　忠志様～誇大妄想に左右された発言があり、金銭感覚及び管理能力の乏しさが目　　　　　　　立っています。今まで住んでいたアパートは引き払い、私物などの管理　　　　　　　については実妹に行っていただいていますが、今後のサポートはあまり　　　　　　　望めない様子です。また借金に関しても不明な点が多く、ソーシャルワ　　　　　　　ーカーサイドとしても把握が十分にしきれていない状況ですが、手紙な　　　　　　　どに関しては本人に私保管してもらっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　今後に関しては、金銭などの自己管理は到底望めないような生活能力の　　　　　　　状況であり、方針についての検討が必要な患者様です。

· 駒木　学様～障害手帳を取得しており、今までより２万円多い支給があります。以前よ　　　　　　りお小遣いが足りなく、増やしてほしいとの希望が聞かれていました。し　　　　　　かし現在体重増加傾向にあり、間食管理や運動に取り組んでいる時期でも　　　　　　あるので、小遣いの使い方については、よく検討していく必要があると考　　　　　　えられます。また小遣いを少しずつ貯めて行きたいとも考えているようで　　　　　　すが、将来高級料亭を経営する…との誇大的な考えに左右されていること　　　　　　もあり、現実的な金銭管理や生活設計が出来るよう関わりをもっ行く必要　　　　　　があります。９月下旬に退院請求の審査がある予定で、退院請求が棄却さ　　　　　　れた後に、今後の治療方針についてご家族と主治医の面談を設定する予定　　　　　　となっています。

· 現在、ご家族がなかなか面会にこられていない患者様

～高間木八男様、松橋清子様、大橋照子様などの御家族の面会が長期間ありません。ソーシャルワーカーサイドでも連絡をとり、定期的な面会を促していきます。

・新井　圭次様～お母様の住所が変更になっています。カルテに記載してありますので、スタッフは確認をお願いします。

